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 〈作品〉 ①Pipe Organ form.(パイプオルガンの形)  
②Percussion Pots.(打楽器の壷)  
③Flute like form.(フルートのような形)  
④Longneck Udu form.(長い首を持つウドゥの形)  
⑤Kalimba form.(カリンバの形)  
⑥Drum form(打楽器の形)  
⑦String pot.(弦楽器の壷)  
⑧String form（koto）（弦楽器の形（琴））  
⑨Bizen Pot(shaker)（備前焼の壺（シェーカー））  
⑩String form1.2（弦楽器の形１・２） 
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傾きなど灰被りの完成状態を想像しながら窯の中に作品を詰めていく事によって作品の優劣を左右する事。
窯焚きが焼き締め陶器の機能性、実用性を十分に満たし、作品の優劣を決定する。ムピンディ氏は長い時間
を掛けてじっくり焼き締めていく重要性に気付いた。その備前焼の伝統的な窯詰、焼成法がウガンダ陶芸を
変革し、実用陶器分野のみならず、楽器やインテリア、建築資材、陶磁壁画藝術等の発展に寄与し、助けと
なる事を理解した。また、アメリカ・アルフレッド大学で学んだテラシギラタは、遠くギリシャ陶器、南米
陶器に見られる。ムピンディ氏は大変興味深い研究をしている。原料試験を通じて、テラシギラタに適応す
る微細粘土（テラシギラタ）の良質な顔料混合粘土の作成を生み出し、その作成法、塗布量の調整などが実
験結果に基づいて詳細に書かれていることは高い評価を与える事が出来る。他の実験ではウガンダ粘土の改
良に取り組んでいる。ウガンダ粘土にカオリン粘土を加え、850℃～1280℃までの6段階に分けてその焼成温
度、焼成時間変化の収縮率を丹念に計測した結果を発表している。 
これらの研究、特に電気窯の酸化、還元雰囲気、薪窯燻化雰囲気、灯油窯による楽焼等の焼成研究は、筆
者の今後の作陶藝術に大きな糧となり、ウガンダ陶芸の発展と向上に貢献する研究である。日本での5年間の
研究成果が詳細かつ実体験に基づき端念に記載されている。作品・論文共に秀でた内容である。 
